
安
積
開
拓
発
祥
の
地

安
積
開
拓
発
祥
の
地

郡
山
市
開
成
館

郡
山
市
開
成
館

　
郡
山
市
開
成
館
は
、郡
山
市
の
近
代
史
を
語
る
上
で
も
っ
と
も
重
要

な
安
積
開
拓
と
安
積
疏
水
の
開
さ
く
に
市
民
が
ふ
れ
ら
れ
る
場
と
し

て
、昭
和
四
十
三
年（
一九
六
八
）に
開
館
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、安
積
開
拓
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た「
福
島
県
開
拓
掛
」

の
事
務
所
で
あ
っ
た『
開
成
館
』や
、そ
こ
で
働
く
職
員
の
住
宅
で
あ
っ
た

『
安
積
開
拓
官
舎
』、安
積
の
大
地
に
夢
を
託
し
た
開
拓
者
た
ち
の
代
表

的
な
住
宅『
安
積
開
拓
入
植
者
住
宅
』を
復
元
し
、公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
開
成
館
』に
お
い
て
は
、安
積
開
拓
や
安
積
疏
水
の
歴
史
を
解

説
パ
ネ
ル
や
資
料
な
ど
の
展
示
で
紹
介
し
、開
拓
者
の
精
神
を
、現
代
そ

し
て
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
拓
者
の

　 

精
神
を
今
に

か
か
り

　『
開
成
館
』は
、明
治
七
年（
一八
七
四
）に
区

会
所（
郡
役
所
の
前
身
）と
し
て
建
築
さ
れ
、安

積
開
拓
の
核
と
な
る「
福
島
県
開
拓
掛
」が
置

か
れ
た
建
物
で
す
。そ
の
後
、郡
役
所・県
立
農

学
校・桑
野
村
役
場
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
時
地
方
に
は
ま
だ
洋
風
の
建
築
法
が
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、地
元
の
大
工
た
ち
が
苦
労
の

末
建
て
た
擬
洋
風
建
築（
西
洋
風
に
似
せ
た
建

物
）の『
開
成
館
』に
、人
々
は
驚
き
感
心
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、明
治
天
皇
東
北
行
幸
に
際
し
、一度
目

の
明
治
九
年（
一八
七
六
）に
は
行
在
所（
宿
泊

所
）と
し
て
、二
度
目
の
明
治
十
四
年（
一八
八一）

に
は
昼
食
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
、昭

和
八
年（
一
九
三
三
）に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
、こ
の
指
定
が
解
か
れ
、住
宅
難
の一
策

と
し
て
市
営
住
宅
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
荒
廃

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、昭
和
三
十
五

年（
一九
六
〇
）に
は
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、同
四
十
一年（
一九
六
六
）に
補
修・復
元
が

行
わ
れ
、現
在
は
安
積
開
拓
と
安
積
疏
水
の
歴

史
を
伝
え
る
資
料
館
と
な
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、平
成
二
十
一年（
二
〇
〇
九
）に
は
経

済
産
業
省
が
選
定
す
る
近
代
化
産
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　『
安
積
開
拓
官
舎（
旧
立
岩
一郎
邸
）』は
、開

成
館
と
同
じ
時
期
に
建
て
ら
れ
た「
福
島
県
開

拓
掛
」職
員
用
官
舎
三
棟
の
う
ち
の一棟
で
す
。

　
官
舎
に
は「一番
」か
ら「
三
番
」ま
で
の
番
号
が

付
さ
れ
て
お
り
、こ
の
建
物
は「一番
」官
舎
に
該
当

す
る
も
の
で
、開
拓
掛
の
職
員
と
し
て
郡
山
に
赴

任
し
、後
に
開
拓
出
張
所
長
と
なった
立
岩一郎
が

使
用
し
、払
い
下
げ
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、明
治
十
二
年（
一八
七
九
）十
月
に
開

成
山
大
神
宮
で
行
わ
れ
た「
安
積
疏
水
」の
着

工
式
に
出
席
し
た
伊
藤
博
文
内
務
卿
と
松
方

正
義
勧
農
局
長
が
、こ
の一
番
官
舎
に
宿
泊
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）に
立
岩
一
郎
の

子
孫
に
よ
り
土
地・建
物
が
郡
山
市
に
寄
贈
さ

れ
、約
三
年
の
月
日
を
費
や
し
て
復
元
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

［福島県指定重要文化財］
昭和35年（1960）3月29日指定
［近代化産業遺産］
平成21年2月23日経済産業省認定

［郡山市指定重要文化財］
　　　　平成3年（1991）8月20日指定

開
成
館

行在所の再現（3階） 展示の様子（2階） 展示の様子（1階）

明治9年頃の開成館

安
積
開
拓
官
舎

　
　
　
　
　
　（
旧
立
岩
一
郎
邸
）

　『
安
積
開
拓
入
植
者
住
宅（
旧
小
山
家
）』は
、

明
治
十
五
年（一八
八
二
）に
松
山
か
ら
牛
庭
原

（
現・安
積
町
牛
庭
地
区
）に
移
住
し
た「
愛
媛

松
山
開
墾
」十
五
戸
の
中
の一
戸
で
、当
時
の
開

拓
者
の
代
表
的
な
住
宅
の
形
を
今
に
残
す
も

の
で
す
。

　
旧
松
山
藩
士
族
の
室
崎
久
遠
が
明
治
政
府

か
ら
補
助
を
受
け
て
建
築
し
、室
崎
が
転
出
し

た
後
、同
じ
旧
松
山
藩
士
族
の
小
山
宇
太
次
が

入
居
し
、以
降
、小
山
家
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
建
物
は
、平
成
五
年（
一
九
九
三
）、小
山

家
の
子
孫
に
よ
り
郡
山
市
に
寄
贈
さ
れ
、安
積

開
拓
を
顕
彰
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
し
て

移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。原
野
開
墾
に
挑
ん
だ

入
植
者
た
ち
の
厳
し
い
生
活
の
様
子
を
現
在
に

伝
え
て
い
ま
す
。

［郡山市指定重要文化財］
　　　  平成8年（1996）12月26日指定

安
積
開
拓
入
植
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　（
旧
小
山
家
）

　『
安
積
開
拓
入
植
者
住
宅（
旧
坪
内
家
）』

は
、明
治
十
四
年（
一八
八一
）に
鳥
取
か
ら
広
谷

原（
現・喜
久
田
町
）に
移
住
し
た「
鳥
取
開
墾

社
」の
副
頭
取
で
あ
っ
た
坪
内
元
興
の
住
宅
で
、

明
治
政
府
が
入
植
者
の
住
宅
用
に
補
助
金
を

交
付
し
て
建
築
さ
せ
た
五
つ
の
ラ
ン
ク
の
規
格

住
宅
の
中
で
、最
上
級
で
あ
る一号
家
の
雛
形
を

元
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
坪
内
家
に
は
、明
治
政
府
の
黒
田
清
隆
、奈

良
原
繁
、三
島
通
庸
が
明
治
十
八
年（
一
八
八

五
）十
月
に
、森
有
礼
が
明
治
二
十
年（
一八
八

七
）六
月
に
、品
川
弥
二
郎
が
明
治
二
十
四
年

（
一八
九一）九
月
に
、そ
れ
ぞ
れ「
鳥
取
開
墾
社
」

を
視
察
し
た
際
に
休
憩
し
た
こ
と
が
当
時
の
文

書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）に
坪

内
家
の
子
孫
に
よ
り
市
に
寄
贈
さ
れ
、郡
山
市

制
施
行
八
十
周

年
・
合
併
四
十
年

記
念
事
業
と
し
て

安
積
開
拓
の
歴
史

を
未
来
に
伝
え
る

た
め
、平
成
十
六

年（
二
〇
〇
四
）十

月
に
移
築
、一
号
家

住
宅
の
図
面
の
と

お
り
に
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

安
積
開
拓
入
植
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　（
旧
坪
内
家
）

か
か
り

あ
ん 

ざ
い 

し
ょ 

 

し
ょ

こ
う  

や 

も
と 

お
き

み
ち 

つ
ね

あ
り 

の
り

か
い
　
　
　
　せ
い
　
　
　
か
ん

あ 

さ 

か     

か
い   

た
く   

か
ん   

し
ゃ

き
ゅ
う
た
て 

い
わ 

い
ち 

ろ
う 

て
い

に
ゅ
う
し
ょ
く 

し
ゃ 

じ
ゅ
う 

た
く

き
ゅ
う 

お   

や
ま   

け

に
ゅ
う
し
ょ
く 

し
ゃ 

じ
ゅ
う 

た
く

き
ゅ
う
つ
ぼ  

う
ち  

け

あ
さ
か

う
し 

に
わ 

は
ら

は
ら



午前10時～午後5時
（ただし、午後4時30分までに入館のこと）

毎週月曜日・年末年始
（12月28日～1月4日まで／月曜が祝日の時は翌日）

※平成28年8月現在　※団体は20名以上

郡山市開成館
〒963-8851 郡山市開成三丁目3番7号

E-mail:kaiseikan@city.koriyama.fukushima.jp
TEL・FAX （024）923-2157

ボランティアによる館内の案内を行っております。
ご希望の場合は事前にご予約ください。

開館時間

休 館 日

●バス利用の場合
　郡山駅西口バス乗り場から
　　麓山経由（大槻行・休石行）乗車
　　　　　→「開成館」下車→徒歩約３分

●車利用の場合
　東北自動車道　郡山インターから約20分
　　　　　　　　郡山南インターから約30分
　※駐車場有（普通車で12台・大型バスで2台収容可）

交 　 通

観 覧 料

身体障がい者手帳等
の交付を受けている方

一　　　般
高校生・大学生等
中学生以下
6 5 歳 以 上

個 人
200円
100円

団体（1人につき）

150円
  70円

無　料

お問い
合わせ

ご 案 内ご 案 内

H28.8

紙へリサイクル可

責任ある森林管理により生まれた
FSC®認証紙を使用しています。

郡山市開成館

郡山市役所郡山市役所

●　開成山大神宮

●
開成小学校
●

開成小学校

  ●
安積高校
（安積歴史博物館）

●　　
安積疏水事務所

●

開
拓
者
墓
地
■

文化通り

静御前通り

麓山通り麓山通り

●郡山東高

郡山総合
体育館
●

郡山水道局
　●

開成山公園

至東京

東
部
幹
線

郡
山
駅

●
郡山市

歴史資料館

●
郡山市

歴史資料館

こおりやま
文学の森
資料館 ●

逢瀬川

うねめ通り

さくら通り

至仙台
磐越西線

旧
国
道
４
号
線

旧
国
道
４
号
線

スペースパーク
郡山市ふれあい科学館

●

スペースパーク
郡山市ふれあい科学館

●

バス停
「開成館」
バス停

「開成館」

開成交番

●
郡
山
市
立
美
術
館

郡山市
開成館

国
道
49
号
線

国
道
49
号
線

東
北
本
線

内
環
状
線

内
環
状
線

東
北
新
幹
線

安
積
開
拓
発
祥
の
地

安
積
開
拓
と

　
　
安
積
疏
水

　―

広
大
な
原
野
を

　
　   

実
り
の
大
地
に―

﹇
郡
山
市
指
定
史
跡
﹈

平
成
四
年（
一九
九
二
）三
月
二
十
一日
指
定

展示のご案内

あ 

さ 

か 

か
い
た
く

　
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
急
速

に
発
展
し
て
き
た
郡
山
市
は
、

広
大
な
安
積
原
野（
現
在
の
郡

山
市
を
中
心
と
す
る
地
域
）の

開
拓
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
開
拓
は
、明
治
六
年（
一八
七

三
）、 

旧
福
島
県
と
、地
元
の
商
人
た

ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
た「
開
成
社
」と
に
よ

る
大
槻
原（
現・開
成
地
区
）一
帯
の
開
墾
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
明
治
九
年（
一八
七
六
）、明
治
天
皇
の
東
北
行
幸
の

際
に
こ
の
地
を
見
た
政
府
高
官・大
久
保
利
通
ら
は「
安

積
開
拓
」の
有
望
性
を
認
め
、士
族
授
産
の
開
墾
地
を
安
積

の
地
に
決
定
し
、国
営
事
業
と
し
て
全
国
九
藩
か
ら
旧
士

族
五
百
戸
を
入
植
さ

せ
、こ
の
開
墾
を
推
進
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
の「
国
営

安
積
開
墾
事
業
」と
と

も
に
明
治
政
府
初
の
国

営
農
業
水
利
事
業
と
し

て
、猪
苗
代
湖
の
水
を

安
積
地
方
へ
供
給
す
る

た
め
の「
安
積
疏
水
開

さ
く
事
業
」が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

敷地内は全面禁煙と
なっております。
ご協力をよろしく
お願い申し上げます。

お客様用
駐車場

事務所

キャラ
木

トイレ

休
憩
所

正面出入口

受付

P

開成館の
展示のご案内
はこちらです。

安積開拓発祥の地碑

明治天皇駐蹕之処碑
明治天皇桑野行在所碑

開成館の歴史

昔のくらし

ビデオコーナー

安積開拓と古文書

安積開拓と文学

久米正雄の部屋

企画展示室階
段

1F1F

階
段

2F2F
階
段

ギ
ャ
ラ
リ
ー

開拓前史
国営五百戸開拓と
安積疏水の開さく

旧福島県開拓
と開成社開拓階

段

3F3F
行在所再現明治天皇

と開成館
開拓者の群像

開拓ゆかりの人びと

座　敷
（６畳）
座　敷
（６畳）

物　入

便所

物　入

座　敷
（６畳）
座　敷
（６畳）

土　間
（18畳）

土　間板　敷板　敷

板　敷
（10畳）
板　敷
（10畳） 囲炉裏

安積開拓入植者住宅（旧坪内家）
にゅうしょく しゃじゅうたく きゅうつぼうち  け

安積開拓入植者住宅（旧小山家）

土　間
約６畳

濡れ縁（ぬれえん）濡れ縁（ぬれえん）

板の間
約５畳

座　敷
約８畳

板の間
約５畳

座　敷
約８畳

にゅうしょく しゃじゅうたく きゅう お やま  け

飾り棚 床の間

6畳の間6畳の間
手摺

手摺

▼1階

▼2階
階段

前の間前の間

8畳の間8畳の間
10畳の間10畳の間

床の間 押入 押入

押入

飾り棚飾り棚

床の間床の間
玄関

押入

戸棚

囲炉裏

戸
棚

土　

間6畳の間6畳の間 玄関の間玄関の間

6畳の間6畳の間

縁　

側

縁　

側

縁　側縁　側
縁　側縁　側

縁　側縁　側 廊下廊下
板の間板の間

だいどころだいどころ

便
所

風
呂
場

便
所

安積開拓
官舎

（旧 立岩一郎邸）
きゅうたていわいちろうてい

かん   しゃ

開　成　館
かい　　　せい　　　かん

　
開
拓
事
務
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

た「
福
島
県
開
拓
掛
」の
事
務
所
が
置

か
れ
た「
開
成
館
」が
建
て
ら
れ
た
こ

の
地
は
、「
安
積
開
拓
発
祥
の
地
」と
し

て
、市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

猪苗代湖・安積疏水・安積開拓を結ぶストーリー

『未来を拓いた「一本の水路」
 －大久保利通“最期の夢”と開拓者の軌跡  郡山・猪苗代－』が、
平成28年4月25日、日本遺産に認定されました。
郡山市開成館は、ストーリーの構成文化財になっています。

日本遺産認定

休憩コーナー

郡山市開成館敷地図

郡山市　日本遺産


